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地
域
の
比
較
研
究
と
歴
史
地
理
学
の
立
場

木

村

宏

本
稿
で
取
扱
う
地
域
の
比
較
と
は
、
明
確
に
云
え
ば
二
地
域
の
綜
合
的
な
比
較
と
部
分
的
な
比
較
と
に
分
た
れ
る
o

こ
の
場
合
、
二
地
域
間
で
自
然
環
境
が
相
類
似
し
、
そ
の
文
化
現
象
、
文
化
景
観
を
互
い
に
比
較
す
る
方
法
と
、
文
化
現
象
、
文
化
景
観

が
相
類
似
し
、
そ
の
結
果
、
自
然
環
境
を
相
互
に
比
較
す
る
方
法
と
二
通
り
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、

一
般
に
地
理
学
上
で
「
一
地
域
の
比
較
と
云
っ
た
場
合
に
は
先
ず
前
者
、
即
ち
自
然
環
境
が
相
類
似
し
、

そ
の
文
化
現
象
、
文

化
景
観
を
互
い
に
比
較
す
る
方
法
を
取
り
上
げ
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

二
地
域
の
自
然
環
境
が
互
い
に
相
類
似
す
る
場
合
、
よ
う
や
く
綜
合
的
な
比
較
に
歩
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

尤
も
、
地
理
学
で
は
山
地
村
と
平
地
村
、

と
云
っ
た
文
化
的
要
素
複
合
を
基
と
す
る
一
般
地
域
の
比
較
的
方
式
①
も
採
用
さ
れ
る
。

し
か
し
、
綜
合
的
た
比
較
研
究
に
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
山
地
村
と
山
地
村
、
平
地
村
と
平
地
村
と
の
比
較
研
究
が
よ
り
合
理
性
が
保

た
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
来
の
比
較
と
い
う
概
念
が
未
だ
明
舷
に
分
類
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

2
・
同
月
σ∞
に
よ
れ
ば
、
そ
の
著
〈

2
E包
円
げ
巾
H
丘
町
戸
山
口
円
山
巾
円
}
E
H
H
門
]
ぬ

中
に
お
い
て
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
が
吹
き
つ
け
る
と
い
う
共

遇
の
自
然
環
境
下
に
お
い
て
、

シ
ナ
文
化
と
イ
ン
ド
文
化
と
二
大
文
化
の
比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
@
o



つ
ま
り
、

比
較
地
誌
学
的
方
法
と
し
て
は
ニ
地
域
の
或
程
度
の
自
然
環
境
の
類
似
と
い
う
こ
と
が
前
提
条
件
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

今
回
、
二
地
域
の
比
較
研
究
と
歴
史
地
理
学
の
立
場
と
題
す
る
論
文
を
草
す
る
に
当
り
、
狭
い
な
が
ら
も
、
こ
の
自
然
環
境
の
相
類
似

し
た
二
地
域
の
比
較
と
い
う
と
と
を
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
を
先
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

次
に
二
地
域
の
比
較
研
究
と
は
、
部
分
的
な
比
較
と
綜
合
的
な
比
較
と
に
二
分
し
て
考
え
ら
れ
る
。
二
地
域
の
部
分
的
な
比
較
と
い
う

の
は
、
例
え
ば
、
地
形
、
土
一
境
、
気
候
、

集
落
、

交
通
等
と
地
域
の
一
構
成
要
素
を
も
っ
て
二
地
域
聞
を
比
較
す
る
こ
と
で
あ

植
物
、

る
。
カ
ー
ル
・
リ
ッ
タ
ー
の
粗
朴
な
比
較
地
理
学
的
研
究
方
法
は
と
こ
で
は
し
ば
ら
く
お
く
と
し
て
、
従
来
の
比
較
研
究
と
名
付
け
た
論

地域の比較研究と歴史地理学の立場

文
に
か
な
り
か
よ
う
な
一

i
二
構
成
要
素
を
も
っ
て
地
域
を
比
較
す
る
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ま
た
比
較
研
究
と
名
付
け
た
論
文
が
此

の
程
度
に
終
る
の
も
地
域
調
査
の
限
界
、
不
十
分
な
段
階
に
あ
っ
た
時
期
に
お
い
て
は
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

拙
稿
、

「
地
域
構
造
の
比
較
地
理
学
的
研
究
」
人
文
研
究
第
五
巻
二
号
中
で
述
べ
た
如
く
、
各
地
域
の
構
成
要
素
中
、
支
配
的
な
要
素

を
と
り
上
げ
、
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果
が
あ
る
が
、
と
れ
は
綜
合
的
な
比
較
研
究
の
範
鴎
に
入
る
。
シ
ュ
ペ

l
ト
マ
ン
の
い
わ
ゆ
る

動
態
地
誌
的
な
把
握
は
こ
の
比
較
の
出
発
点
と
、
も
云
加
え
る
で
あ
ろ
う
。
地
域
の
比
較
研
究
の
際
、
そ
の
構
成
要
素
の
抽
出
の
方
法
に
つ
い

て
は

Z
u
ー烈日
σ∞
の
比
較
地
誌
学
的
方
法
(
明
ら
か
に
比
較
地
誌
と
名
付
け
て
い
る
)
が
参
考
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
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当日吋
E
E片

片
的
内

2
5
と
、
最
後
に
二
地
域
の
文
化
景
観
の
比
較
で
終
っ
て
い
る
③
。
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二
地
域
の
比
較
研
究
を
完
全
に
行
う
に
は
先
に
一
端
を
述
べ
た
如
く
、
部
分
的
、
断
片
的
に
止
ら
ず
、
綜
合
的
に
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い



が
、
実
際
上
、
こ
れ
を
行
う
に
は
二
地
域
間
の
あ
ら
ゆ
る
構
成
要
素
の
上
に
詳
細
な
デ
l
タ
が
用
意
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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こ
の
用
意
が
な
く
て
は
二
地
域
間
の
比
較
要
素
を
見
出
す
こ
と
も
困
難
で
あ
る
ば
か
り
で
な
〈
、
比
較
そ
の
も
の
が
単
な
る
部
分
的
、

断
片
的
な
比
較
に
止
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

例
え
ば
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
群
島
に
お
い
て
ル
ソ
ン
島
と
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
を
比
較
す
る
際
、
中
央
大
平
原
は
セ
ン
サ
ス
の
デ
ー
タ
が
艮
く
揃

ぃ
、
数
的
に
も
質
的
に
も
詳
細
に
構
成
要
素
を
把
握
、
分
析
す
る
と
と
が
出
来
る
が
、
こ
れ
と
自
然
環
境
が
相
類
似
し
、

比
較
研
究
が
可

能
な
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
コ
タ
バ
ト
平
野
の
場
合
は
余
り
に
も
そ
の
差
異
が
甚
し
い
。

コ
タ
パ
卜
平
野
で
は
現
在
、

「品

入
植
者
が
開
拓
中

で
、
実
地
調
査
も
不
十
分
、
勿
論
、
農
作
物
の
栽
培
状
況
も
試
験
の
段
階
に
あ
る
も
の
が
多
い
。

次
に
二
地
域
の
文
化
景
観
の
比
較
に
関
し
て
は
、
先
ず
二
地
域
間
の
文
化
景
観
の
過
程
、
・
推
移
を
比
較
す
れ
ば
、
二
地
域
の
性
格
を
最

も
明
瞭
に
描
き
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
地
域
の
文
化
景
観
の
過
押
収
、
推
移
の
比
較
に
は
先
ず
各
地
域
を
構
成
し
て
い
る
要
素
を

拍
出
し
、
(
そ
れ
は
景
観
の
基
礎
構
造
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
)
そ
の
要
素
毎
に
相
互
間
の
比
較
を
試
み
、
後
、
地
域
差
に
片
山
度
に
わ
作
用
す

る
要
素
を
見
出
社
」
ば
、
そ
の
要
素
聞
の
比
較
(
指
導
的
比
較
要
素
と
名
付
け
る
C
)

が
よ
く
文
化
文
化
景
観
の
過
程
、
持
移
の
比
較
を
可
能

に
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
と
の
場
合
、
指
導
酌
比
較
要
素
と
は
シ
ュ
ペ

l
ト
マ
ン
の
い
わ
ゆ
る
空
間
的
に
も
時
間
的
に
も
相
関
連
し
、
継
続

し
合
う
同
日
g
v
m
c
v
mロ
門
日
刊
巴
m
g
g門
①
そ
の
も
の
、
或
い
は
そ
れ
に
近
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
二
地
域
間
が
一
見
、
文
化

的
に
余
り
に
も
相
冥
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
令
、
比
較
要
素
中
、
相
似
し
て
い
る
要
素
を
順
次
打
消
し
て
ゆ
き
、
次
第
に
残
っ
て
ゆ

〈
要
素
が
地
域
差
に
作
用
し
て
い
る
強
度
な
要
素
で
あ
り
、

そ
の
強
度
な
要
索
中
よ
り
先
述
の
笠
間
酌
に
も
時
間
的
に
も
相
関
連
し
、
継

続
す
る
国
m
H
B
r向
ロ
門
凶
作
巴
m
g
g仲

そ
の
も
の
、
或
い
は
そ
れ
に
近
い
も
の
た
え
ら
ん
で
指
導
的
比
較
要
素
⑦
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。



拙
稿
「
土
地
所
有
形
態
よ
り
見
た
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
群
島
の
地
域
性
」
人
文
研
究

第
四
巻
三
号
中
で
述
べ
た
如
く
、

日
本
列
島
と
フ
イ

リ
ピ
ン
群
島
と
を
比
較
す
る
場
合
に
は
そ
の
指
導
的
比
較
安
素
中
に
土
地
所
右
形
態
の
見
逃
せ
ぬ
こ
と
を
強
制
し
た
。

日ハ日
σ∞
は
比
較

上
、
考
慮
す
べ
き
要
素
と
し
て
経
済
形
態
を
あ
げ
て
い
る
が
、

経
済
組
織
、

形
体
中
で
も
土
地
所
右
形
態
の
占
め
る
位
置
が
特
に
す
向
い
こ

ア
ジ
ア
・
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
で
同
じ
く
米
作
地
帯
で
あ
り
、
か
つ
て
ア
ジ
ア
的
家

?
 

父
長
的
共
同
社
会
生
産
様
式
で
生
産
さ
れ
る
。
土
地
の
私
有
、
共
有
と
い
う
点
で
一
応
、
共
通
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
永
続
性
、
空
間

と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
云
う
ま
で
も
な
く
、

的
に
は
農
業
経
営
の
み
な
ら
ず
山
林
は
勿
論
、
あ
ら
ゆ
る
土
地
利
用
方
面
に
関
係
す
る
。
指
導
的
比
較
安
素
と
し
て
は
土
地
所
有
形
態
な

る
要
素
が
如
何
に
重
要
な
る
因
子
で
あ
る
か
を
特
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

地域の比較研究と歴史地理学の立場

Z
・
同
日
ず
印
に
よ
れ
ば
、
先
述
の
如
く
、

先
ず
考
慮
す
べ
き
比
較
安
索
と
し
て
関
口

g
p
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、
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ロ
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ω・
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片
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動
的
な
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H
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E
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ω
g
w
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-Zア
巧
一
江
田
町
岳
山
内
門
的
内

2
2
等
の
比
較
要
素
を
相
互
間
に
比
較
検
討
し
つ
つ
進
め
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
た
い
。

こ
の
場
合
、
円
mvm刊
の
問
題
、
一
ア
l
タ
の
制
約
は
多
く
の
疑
問
を
提
出
す
る
。

文
化
景
観
の
過
程
、

推
移
の
比
較
に
は
、

即
ち
、

当

然
、
歴
史
的
変
化
を
芳
慮
に
い
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
拙
稿
、

そ
れ
に
は
自
ら
デ
ー
タ
の
制
約
そ
の
他
よ
り
比
較
に
当
っ
た
地
区
以
外
の
デ

i
タ
に

「
ル
ソ
ン
島
カ
ガ
ヤ
ン
平
野
と
ミ
ン
、
ダ
サ
オ
島
ア
グ
サ
ン
平
野
」
人
文
研
究
第
七
巻
九
号
中
に
ル
ソ
ン
島

南
東
部
山
系
、
南
東
部
火
山
地
域
と
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
高
地
と
の
比
較
に
際
し
て
は
余
り
に
も
地
区
外
の
歴
史
的
変
化
を
証
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す
る
資
料
を
必
要
と
し
た
。
ま
た
比
較
が
他
の
地
区
に
拡
大
す
る
に
つ
れ
、
相
連
関
し
て
、
考
察
に
関
し
て
は
よ
り
深
く
内
部
に
達
す
る

」
と
が
出
来
る
。
こ
の
場
合
、

各
地
区
の
比
較
が
進
む
に
つ
れ
、

次
第
に
歴
史
的
考
察
を
重
視
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。

従
つ



て
、
比
較
に
お
い
て
歴
史
的
考
察
の
占
め
る
割
合
は
各
地
区
に
よ
り
差
が
あ
る
の
は
一
云
う
ま
二
も
な
い
が
、

そ
れ
と
同
時
に
地
区
の
拡
大
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つ
ま
り
空
間
的
な
拡
大
を
増
す
に
つ
れ
て
も
ま
た
飛
躍
的
に
増
大
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

四

二
地
域
の
綜
合
的
な
比
較
研
究
に
近
づ
く
た
め
の
道
程
と
し
て
地
区
の
歴
史
的
変
化
過
程
把
握
に
際
し
て
は
質
的
よ
り
、
も
む
し
ろ
量
的

な
差
異
を
見
逃
さ
ぬ
こ
と
が
特
に
肝
要
な
こ
と
で
あ
る
。

歴
史
学
プ
ロ
パ
ー
に
よ
る
研
究
成
果
が
や
や
も
す
れ
ば
量
的
な
表
現
に
乏
し
く
、

質
酌
な
表
現
に
重
点
を
置
く
場
合
が
多
い
。

比
較
研
究
上
、
地
域
と
い
う
空
間
的
な
拡
り
を
有
し
て
い
る

P

苅
象
を
歴
史
的
に
扱
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
変
化
過
程
把
握
に
降
し
て

も
(
資
)
史
料
に
制
約
さ
れ
一
地
点
、

一
区
域
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
止
む
を
得
な
い
と
も
云
え
る
。
し
か
し
、
地
域
の
比
較
に
際
し
て
は

比
較
対
象
を
一
地
点
、

一
区
域
に
止
ま
ら
ず
地
域
的
に
一
定
の
拡
り
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
来
、
村
史
、
町
史
と
名
付
け

ら
れ
、

一
集
落
、
も
し
く
は
一
行
政
単
位
上
の
区
域
の
歴
史
が
編
纂
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
歴
史
地
理
学
者
が
、
苦
心
し
て
協
力
し
た
×
×

一
扇
状
地
の
開
拓
過
程

O
O
流
域
の
開
発
、

A
f
盆
地
の
人
口
分
布
の
変
遷
等
の
研
究
成
果
を
全
面
的
に
採
用
し
た
も
の
は
少
く
、

大
都

分、

一
豪
族
の
系
譜
よ
り
行
政
・
教
育
そ
の
他
、
人
事
関
係
、
も
し
く
は
産
来
そ
の
他
の
部
分
的
な
発
展
を
記
述
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。

か
よ
う
な
歴
史
地
理
学
者
の
扱
っ
た
テ

l
マ
中
に
、
先
述
の
地
域
の
歴
史
を
扱
っ
た
報
告
が
大
部
分
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
様

な
成
果
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
集
落
や
一
地
区
、

一
交
通
路
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
で
な
く
、
地
域
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

一
{
疋
の
山
怒

り
や
一
有
す
る
範
囲
の
歴
史
こ
そ
は
歴
史
地
理
学
徒
の
当
然
、

果
す
べ
き
役
割
と
一
千
え
よ
う
。

(
か
よ
う
な
研
究
成
呆
は
国
内
に
お
い
て
は

既
に
熱
心
な
研
究
に
よ
り
着
々
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
一
一
列
挙
は
し
な
い
が
、

ア
ジ
ア
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
方
面
の
研
究
で
は
特
に
痛



感
す
る
点
が
多
い
の
で
特
記
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
)

し
か
し
、
実
際
上
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
は
甚
だ
因
雑
で
、
或
一
定
の
時
代
を
と
り
上
げ
、
そ
の
時
代
内
で
境
域
そ
の
他
の
範
囲
、
地
域

を
考
察
し
、
(
資
)
史
料
の
制
約
を
地
理
的
環
境
、
現
在
の
地
理
的
事
情
で
類
推
し
、
補
足
し
つ
つ
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
地
点
、

一
区
域
等
の
歴
史
的
考
察
が
そ
の
生
命
を
あ
た
え
ら
れ
、
躍
動
し
て
く
る
と
と
に
な
る
。
ま
た
か
く
し
て
始
め
て
綜
合
的
な
比
較
研
究
を

地
域
の
歴
史
が
明
ら
か
に
な
っ
て
、
始
め
て
、
地
名
考
証
も
完
成
の
域
に
達
し
、
そ
の
個
々
の
地
名
、
交
通
路
、
航
路
等
、

行
う
際
の
基
礎
づ
け
が
完
了
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

拙
稿
「
麻
逸
と
蘇
様
の
境
域
に
つ
い
て
|
|
東
南
ア
ジ
ア
東
部
島
娯
地
域
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
l
|」
中
に
、
境
域
を
扱
う
こ
と
に

地域の比較研究と歴史地理学の立場

関
し
、
そ
の
必
要
性
と
同
時
に
極
め
て
慎
重
を
要
す
る
こ
と
を
述
べ
た
。
即
ち
、
従
来
の
史
学
研
究
が
一
村
落
、

一
交
通
路
、

一
都
市
の

歴
史
を
編
年
的
、
発
展
的
、
縦
貫
的
に
把
握
し
て
き
た
。
こ
れ
が
歴
史
学
的
方
法
で
あ
る
o

と
こ
ろ
が
空
間
的
に
拡
り
を
求
め
る
に
お
い

て
は
部
分
々
々
の
聞
に
間
隙
が
生
じ
て
く
る
。
又
、
個
々
の
例
え
ば
一
交
通
路
の
歴
史
的
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
際
に
も
区
間
資
料
の
粗

密
や
、
時
代
的
に
か
な
り
へ
だ
た
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ
こ
で
単
に
地
域
の
歴
史
と
一
口
に
一
去
っ
て
も
、
研
究
上
、
非
常
な
困
難
を

伴
う
の
で
あ
る
。

地
域
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
比
較
考
察
の
一
基
盤
に
な
る
と
云
え
る
。
し
か
し
、
同
時
に
地
域
の
比
較
考
察
が
進
め
ら
れ

ま
た
二
地
域
の
歴
史
的
類
推
を
も
可
能
に
し
、
地
域
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
効
果
も
少
く
は
な
い
。
例
え
ば
、
航

路
に
関
し
て
、
自
然
環
境
の
類
似
、
台
風
の
通
過
区
域
と
か
暗
礁
、
岩
礁
地
帯
等
の
障
害
よ
り
推
測
を
始
め
れ
ば
、
或
程
度
の
文
化
景
観

る
と
と
に
よ
っ
て
、
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の
一
部
の
推
測
も
不
可
能
で
は
な
い
。

拙
稿
、
「
麻
逸
及
び
蘇
禄
の
境
域
に
つ
い
て
」
中
に
お
い
て
麻
逸
と
蘇
禄
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
つ
と
め
る
に
、
先
に
ル
ソ
ン
島
と
ミ
ン
ダ



ナ
オ
島
の
部
分
的
な
比
較
研
究
を
進
め
て
い
た
の
で
、
そ
の
地
域
差
が
重
要
な
(
資
)
史
料
欠
如
地
区
を
補
う
に
役
に
立
っ
た
こ
と
は
否
定
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出
来
な
い
。

町
内
門
巾
ぴ
印

の
よ
う
に
イ
ン
ド
文
化
と
シ
ナ
文
化
の
比
較
の
様
な
ポ
り
に
も
巨
視
的
な
こ
と
は
こ
こ
で
省
く
。
た
だ
同
じ
く
ア

ジ
ア
大
陸
東
辺
、
太
平
洋
に
臨
む
日
本
列
島
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
群
島
と
を
合
せ
考
え
る
時
、

た
と
い
、

比
較
研
究
が
個
々
の
群
島
内
、
列
島

内
で
行
わ
れ
て
も
、
そ
の
地
域
の
歴
史
的
考
察
は
世
界
史
と
連
関
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
群
島
内
の
二
地
域
の
歴
史
学
的

考
察
と
い
っ
て
も
、
世
界
史
的
巨
視
的
立
場
を
必
要
と
す
る
。
同
じ
く
日
本
列
島
内
に
お
い
て
比
較
研
究
が
行
わ
れ
る
場
合
も
同
様
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
世
界
史
的
立
場
か
ら
眺
め
る
際
、
注
意
す
べ
き
は
各
地
域
に
は
ま
た
そ
の
点
で
地
域
差
が
生
じ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。

ル
ソ
ン
島
は
一
時
、
回
教
徒
に
征
服
さ
れ
た
が
、
結
局
は
ス
ペ
イ
ン
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
よ
り
追
わ
れ
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
が
回
教
の
基

盤
@
と
し
て
残
っ
た
。
同
じ
く
ス
ペ
イ
ン
が
世
界
各
地
に
植
民
地
を
設
け
た
が
、
こ
こ
に
も
大
き
な
地
域
差
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ヒ
ン
ズ
ー
文
化
の
伝
播
は
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
に
先
ず
渉
透
し
、
ピ
サ
ヤ
諸
島
に
も
及
ん
だ
が
、
ル
ソ
ン
島
北
部
に
は
殆
ん
ど
達

し
な
か
っ
た
。
東
南
ア
ツ
ア
大
陸
、
半
島
、
島
岐
地
域
に
広
く
分
布
し
た
ヒ
ン
ズ
ー
文
化
で
あ
っ
た
が
主
に
ビ
サ
ヤ
諸
島
附
近
①
で
止
つ

ま
た
、

た
こ
と
は
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
台
風
の
影
響
が
後
期
マ
レ

l
族
の
北
進
を
し
ば
し
ば
阻
み
、
ビ
サ
ヤ
諸
島
南
辺
ま
で
た
ど
り
つ
い
た
種
族
の
一
部
が
定
住
生
活
を

し
ば
し
ば
お
び
や
か
さ
れ
る
の
で
、

ボ
ル
ネ
オ
島
北
部
に
逆
戻
り
@
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
も
、
地
域
の
歴
史
的
考
祭
が
、
十
分
、
進
め
ら
れ

て
始
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
民
族
、
種
族
の
移
蹴
が
必
ず
し
も
進
む
ば
か
り
で
な
く
、
或
時
は
逆
転
し
、
戎
時
は
回
転
す

る
と
と
も
考
え
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
相
場
合
も
台
風
の
影
響
と
い
う
自
然
環
境
の
因
子
を
意
外
に
重
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
よ
う
な
理
解

も
地
域
の
歴
史
的
考
察
が
完
成
し
て
始
め
て
明
確
な
結
論
が
下
せ
る
の
で
あ
る
。
「
明
白
仏
〈
詰
の
説
に
反
駁
す
る
①
の
で
は
な
い
が
、
地

理
的
可
能
性
な
る
も
の
も
、
各
地
域
に
よ
り
、
長
短
様
々
の
時
期
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、

そ
の
時
間
の
差
は
先
述
の
文
化
景
観
の
過
程
、



推
移
の
速
度
、
量
的
な
変
化
を
重
視
す
る
故
な
の
で
あ
る
。

地
域
の
比
較
研
究
に
は
一
見
、
分
析
的
に
比
較
し
て
ゆ
く
こ
と
は
可
能
な
様
で
あ
る
が
、

歴
史
的
変
化
を
分
析
す
る
場
合
に
種
々
の
困
難

が
と
も
な
う
。
そ
れ
は
経
済
形
態
に
し
て
も
、

土
地
所
有
形
態
に
し
て
も
、
相
互
間
に
接
触
や
、
関
係
の
な
い
事
項
は
、
比
較
す
る
際
、

不
能
な
場
合
も
あ
り
得
る
。
従
っ
て
そ
の
場
合
、

し
ば
ら
く
、
比
較
要
素
中
よ
り
省
く
他
は
な
い
。

五

二
地
域
を
比
較
す
る
際
、
阿
見
σ印
の
方
法
で
は
最
後
に
同
己
苫
円
の
比
較
を
行
う
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。

例
に
ヒ
ン
ズ
ー
文
化
を
あ

げ
て
、
こ
れ
に
関
し
、
歴
史
地
理
学
と
し
て
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

地域の比較研究と歴史地理学の立場

ヒ
ン
ズ
ー
文
化
の
影
響
が
各
地
域
に
如
何
な
る
程
度
に
渉
透
し
た
か
、
こ
れ
は
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
が
⑬
、
各
地

域
に
及
ぼ
す
こ
と
は
実
現
困
難
な
問
題
で
あ
る
。

ヒ
ン
ズ
ー
文
化
の
渉
透
も
、
決
し
て
順
調
に
一
線
を
進
む
も
の
で
は
な
く
、
各
方
面
か
ら
、

し
か
も
或
時
に
は
進
み
、
或
い
は
退
き
、

遠
回
り
し
て
達
し
て
ゆ
く
場
合
も
あ
る
。
ま
た
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
の
進
出
も
何
を
目
的
と
し
て
進
ん
で
ゆ
く
か
と
云
う
こ
と
も
地
域
に
よ
っ

て
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
地
域
に
よ
っ
て
は
金
の
獲
得
を
、
ま
た
布
教
第
一
の
目
的
と
し
た
り
、
種
々
に
変
っ
て
く
る
こ

ヒ
ン
ズ
ー
文
化
の
最
大
特
徴
は
そ
れ
が
金
文
化
の
発
達
と
大
い
に
関
係
が
あ
る
@
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
金
文
化
が

発
達
し
て
い
る
地
域
、
尤
も
例
外
の
地
域
も
多
く
あ
る
が
、
少
く
と
も
F

東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
は
ヒ
ン
ズ
ー
文
化
が
、
直
接
或
い
は

フ
イ
ヨ
ピ
ン
群
島
に
お
い
て
も
ミ
ン
ダ
イ
オ
品
ブ
ツ
ア
ン
附
近
に
既
に
ヒ
ン
ズ

と
も
想
像
さ
れ
る
。

間
接
に
、
何
等
か
の
形
に
お
い
て
具
現
⑬
さ
れ
て
い
る
。
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1
文
化
の
影
響
が
一

O
世
紀
以
来
及
び
@
、

ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
達
が
金
を
求
め
に
何
度
も
往
復
し
て
い
る
。
と
こ
に
ル
ソ
ン
島
と
ミ
ン
ダ
ナ

オ
島
を
比
較
す
る
時
、

ヒ
ン
ズ
ー
文
化
の
渉
透
と
い
う
点
に
お
い
て
、
大
な
る
地
域
差
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。



か
よ
う
な
地
域
差
が
原
住
民
の
生
活
慣
習
土
地
の
利
用
、
開
発
、
交
易
、
交
通
の
発
達
程
度
よ
り
集
落
の
形
態
に
ま
で
大
な
る
影
響
を
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及
ぼ
す
わ
け
で
あ
り
、

し
か
も
ヒ
ン
ズ
ー
文
化
の
渉
透
程
度
を
測
定
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
歴
史
学
的
方
法
@
を
、
延
い
て
は
先
述
の
歴

史
地
理
学
的
方
法
が
大
い
に
採
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
地
域
の
比
較
研
究
に
対
す
る
歴
史
地
理
学
の
重
要
な
任
務
が
あ
る
。
立
場
が
あ
る
。
こ
の
任
務
、
立
場
を
良
く
認
識
し
て
、
地

名
考
証
、
交
通
路
の
復
原
、

ひ
い
て
は
境
域
の
歴
?
夫
、
沿
革
、
地
域
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
と
と
が
、

よ
り
目
的
を
明
確
に
し
、

自
ら
、
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
思
う
。
従
っ
て
、
こ
れ
が
決
し
て
歴
史
地
理
学
の
目
前
な
ど
と
云
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

目
的
は
更
に
大
き
く
考
え
ら
る
べ
き
で
あ
る
う
。
党
だ
今
回
と
り
上
げ
た
の
は
こ
地
域
の
比
較
研
究
に
際
し
、
歴
史
地
理
学
の
取
る
べ
き

任
務
、
立
場
、
目
的
を
明
確
に
せ
ん
と
つ
と
め
た
ま
で
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
を
充
分
、
認
識
J
U

て
裁
き
た
い
。
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